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嵐
圭
史 

(

俳
優) 

 

大
阪
市
民
の
皆
さ
ん
の
良
識
を
信
じ
ま
す
！(

し
か
し
、
過
去
の
い
く
つ
か
の

選
挙
を
見
る
と
、
そ
の
思
い
に
若
干
の
不
安
も
よ
ぎ
る
の
で
す
が･

･
･
)

ア
ジ
テ

ー
タ
ー
と
し
て
の
橋
下
氏
は
確
か
に
そ
の
弁
説
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
〝

弁
説
仮
面
〟
を
、
是
非
徹
底
的
に
ひ
っ
剥
が
し
て
下
さ
い
！ 

安
斎
育
郎 

(

安
斎
科
学
・
平
和
事
務
所
所
長) 

 

悔
い
を
残
す
ま
い
。 

池
内 

了 
(

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授) 

 

「
都
」
構
想
は
、
ま
す
ま
す
行
政
の
集
中
化
と
経
費
節
約
の
口
実
に
よ
る
文

化
・
福
祉
の
切
り
捨
て
に
な
る
こ
と
は
、
今
の
大
阪
市
の
先
取
り
行
政
を
見
て

も
、
明
ら
か
な
こ
と
で
絶
対
反
対
で
す
。 

石
部
正
志 

(

関
西
文
化
財
保
存
協
議
会
代
表
・
元
宇
都
宮
大
学
教
授) 

 

大
阪
市
は
私
が
物
心
つ
い
て
以
来
、
ず
っ
と
久
し
く
愛
し
て
や
ま
な
い
で
き

た
生
ま
れ
故
郷
で
す
。
私
の
思
い
以
上
に
大
事
な
の
は
、
古
代
史
、
中
世
史
、

近
世
史
の
中
心
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
大
切
な
文

化
遺
産
の
上
に
育
ま
れ
て
き
た
都
市
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
重
要
な
文
化

遺
産
の
保
護
・
継
承
・
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
多
く
の
文
化
施
設
は
大
阪
市
民

だ
け
で
な
く
、
全
国
民
、
世
界
の
民
衆
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
す
。

文
化
施
設
の
保
護
、
保
全
と
一
層
の
発
展
を
期
す
る
上
か
ら
も
、
大
阪
市
は
解

体
・
廃
止
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

五
十
嵐
隆
明 

(

社
会
福
祉
法
人
同
和
園
理
事
長) 

 

１
２
６
年
の
歴
史
あ
る
大
阪
市
の
火
を
消
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
論
語
に
「
巧

言
令
色
鮮
矣
仁(

こ
う
げ
ん 

れ
い
し
ょ
く 

す
く
な
し
じ
ん)

」
と
あ
り
ま
す
。

口
先
が
う
ま
く
、
た
く
み
な
言
葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

伊
藤
誠 

(

経
済
学
者) 

井
村
身
恒 

(

オ
ダ
サ
ク
倶
楽
部
代
表) 

 

上
か
ら
目
線
の
「
大
阪
都
」
な
ん
て
要
ら
な
い
。
自
由
都
市
・
堺
は
ひ
と
つ
！ 

大
阪
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
や
!!(

大
阪
市
は
永
遠
に
不
滅
で
す
。) 

上
杉
孝
実 

(

教
育
研
究
者) 

 

戦
時
中
に
集
権
化
の
た
め
に
解
体
さ
れ
た
東
京
市
の
よ
う
に
、
開
発
の
た
め
、

自
治
力
の
強
い
大
阪
市
を
な
く
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
住
民
自
治
に
と
っ
て
も

大
き
な
問
題
で
す
。 

宇
都
宮
健
児
（
弁
護
士
・
元
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長
） 

 

大
阪
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
大
阪
市
の
廃
止
・
解
体
に
反

「
大
阪
市
の
廃
止
・
解
体
に
反
対
す
る
」
意
見
表
明 

各
界
、
各
分
野
の
方
々
か
ら
賛
同
、
メ
ッ
セ
ー
ジ 

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
は
、
４
月
29
日
、
各
界
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
方
々
に
、「
大
阪
市
の
廃
止
・
解
体
に
反
対
す
る
」
と
の
意
見
表
明
へ
の

賛
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
次
の
方
々
か
ら
賛
同
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

(

公
表
可
の
方
、
五
十
音
順
、
敬
称
略
、)  

 

 

２
０
１
５
年
５
月 

 
 

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会 

(

５
月
20
日
現
在) 

(

５
月
８
日
、1

0
日
、1

1

日
、1

2

日
追
加) 
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対
し
ま
す
。 

大
江
洋
一 

(

弁
護
士) 

 
政
策
内
容
に
も
問
題
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
進
め
方
が
余
り
に
強
引

で
あ
る
う
え
、
言
う
こ
と
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
、
反
省
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
綸

言
汗
の
如
し
」
と
真
逆
の
姿
勢
に
お
そ
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。 

大
原
穣
子 

(

方
言
指
導) 

 

大
阪
市
は
私
の
大
切
な
ふ
る
さ
と
で
す
。 

尾
川 

昌
法
（
お
か
わ 
あ
き
の
り
） 

 

大
阪
民
衆
史
研
究
会
会
長 

 

大
阪
の
文
化
と
く
ら
し
、
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
に
反
対

し
ま
す
。 

角
橋
徹
也
（
か
く
は
し 

て
つ
や
） 

 
 

関
西
大
学
客
員
研
究
員 

 

都
市
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
し
な
い
身
も
心
も
粗
野
な
「
市
長
」
の
追
放
に

声
を
上
げ
よ
う 

金
森
重
裕 

(

大
阪
文
化
団
体
連
合
会
事
務
局
参
与) 

 

〝
高
津
の
宮
の
昔
よ
り 

代
々
の
榮
を
重
ね
き
て 
民
の
か
ま
ど
に
立
つ
煙 

賑
わ
い
ま
さ
る
大
阪
市
〟
こ
の
大
阪
市
歌
を
失
く
す
こ
と
は
な
り
ま
せ
ん
。「
大

阪
市
の
市
章
は
、
み
お
つ
く
し(

澪
標)

だ
。
川
底
の
深
さ
を
示
し
、
川
を
運
行
す

る
船
の
安
全
を
守
る
標
識
だ
。
も
の
ご
と
の
表
面
の
様
子
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
ほ

ん
と
う
に
大
事
な
も
の
を
知
り
、
そ
れ
を
守
る
と
い
う
志
を
表
す
。
澪
標
は
『
身

を
尽
く
す
』
と
い
う
語
に
も
通
じ
る
」
と
あ
る(

２
０
１
５
・
４
・
28
朝
日
新
聞

『
折
々
の
こ
と
ば
・
鷲
田
清
一
』
の
要
旨)

。
ま
さ
に
後
々
の
人
た
ち
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
べ
き
心
構
え
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
阪
市
、
大
阪
市
の
精

神
を
失
く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

市
はC

ity

、
市
民
はC

itiz
e
n

と
い
い
ま
す
。
外
国
の
方
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
。P

re
fe

ctu
re

(

府)

で
は
通
じ
な
い
だ
ろ
う
し
、
人
が
住
ま
い
す
る
都
市
と
は

認
識
し
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。O

sa
k

a
 C

ity

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
も

う
ひ
と
つ
、
都
市
の
抱
え
る
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。
目
の
前
の
住

民
投
票
に
は
「
反
対
」
と
投
票
し
て
、
橋
下
と
大
阪
維
新
の
会
が
考
え
る
改
革

で
は
な
く
、
大
阪
市
民
が
こ
ぞ
っ
て
大
阪
市
改
革
に
臨
む
こ
と
の
出
発
と
し
ま

し
ょ
う
。 

木
津
川 

計 
(

雑
誌
「
上
方
芸
能
」
発
行
人) 

金
石
範 

(

作
家) 

日
下
部
吉
彦 

(

音
楽
評
論
家) 

久
世
仁
士
（
く
せ 

ひ
と
し 

文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
常
任
委
員
） 

 

 

橋
下
知
事
の
時
代
に
児
童
文
学
館
は
閉
鎖
さ
れ
、
弥
生
文
化
博
物
館
も
閉
館
、

売
却
さ
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
大
阪
市
に
は
質
の
高
い
美
術
館
、
博
物
館
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
大
阪
府
に
統
合
さ
れ
る
と
、
財
政
難
や
効
率
化
の
名
の
も
と

に
閉
館
さ
れ
る
施
設
が
出
て
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
文
化
施
設
は
都
市

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
大
阪
の
都
市
格
を
牽
引
し
て
き
た
大
阪
市
を
廃
止
す

る
こ
と
に
は
大
反
対
で
す
。 

小
林
亜
星 

(

作
詞
・
作
曲
・
編
曲
家) 

 

無
知
な
く
せ
に
、
う
ぬ
ぼ
れ
の
強
い
所
は
、
Ａ
さ
ん
に
そ
っ
く
り
!! 

こ
こ

に
も
平
成
の
フ
ァ
シ
ス
ト
が
居
た
。 

小
林 

節 
(

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・
弁
護
士) 

 

コ
ス
ト
の
わ
り
に
実
益
の
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
一
度
や
っ
て

し
ま
っ
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。 

小
林
康
二 

(

笑
工
房
代
表) 

 

市
民
の
良
識
で
、
橋
下
に
止
め
の
一
撃
を
！ 

小
森
陽
一 

(

東
京
大
学
教
授) 

 
大
阪
市
を
破
壊
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
は
、
地
方
自
治
と
地
方
分
権
、
何
よ

り
住
民
自
治
に
反
し
ま
す
。 

斎
藤
貴
男 

(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト) 

 

半
可
通
の
思
い
つ
き
で
、
世
の
中
を
勝
手
に
動
か
さ
れ
て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
大
阪
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。
日
本
中
を
む
し
ば
む
ヤ
ン
キ
ー
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政
治
に
い
い
か
げ
ん
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
た
め
に
も
!! 

佐
野
彰
義 

(

最
勝
寺
住
職) 

 
歴
史
あ
る
大
阪
市
を
な
く
す
こ
と
に
反
対
し
ま
す
。
若
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
大
阪
市
に
し
ま
し
ょ
う
。 

椎
名
慎
太
郎 

(
山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授) 

重
森 

暁 
(

大
阪
経
済
大
学
名
誉
教
授) 

 

大
阪
の
地
方
自
治
の
歴
史
に
お
い
て
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
愚
挙
と
な

ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

杉
原
泰
雄 

(

一
橋
大
学
名
誉
教
授) 

 

市
町
村
最
優
先
の
事
務
配
分
・
財
源
配
分
こ
そ
、
地
方
自
治
の
要
点
で
す
。

大
阪
市
制
を
堅
持
し
、
住
民
自
治
を
強
化
し
、
そ
の
文
化
の
維
持
・
発
展
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。 

鈴
木
重
治
（
す
ず
き 

し
げ
は
る 

元
大
阪
府
立
大
学
非
常
勤
講
師
） 

 
 

 

自
治
体
の
合
併
・
廃
止
で
、
文
化
行
政
・
教
育
行
政
が
よ
く
な
っ
た
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。
健
全
財
政
の
為
な
ら
国
の
税
制
を
変
え
て
、
税
の
配
分
を
地
方
有

利
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
市
の
存
続
に
期
待
し
ま
す
。 

高
畑 

勲 
(

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督) 

竹
中
恵
美
子 

(

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授) 

 

大
阪
市
の
廃
止
・
解
体
に
つ
な
が
る
「
大
阪
都
」
構
想
に
、
憤
り
を
覚
え
、

強
く
反
対
致
し
ま
す
。
当
然
な
が
ら
「
大
阪
都
」
構
想
に
反
対
す
る
意
見
表
明

に
全
面
的
に
賛
同
で
す
。 

田
中
康
子 

(

た
な
か
や
す
こ
と
お
は
な
し
会
主
宰) 

敬
老
パ
ス
の
有
料
化
反
対 

 

地
下
鉄
の
民
営
化
反
対 

 

カ
ジ
ノ
誘
致
絶
対
反
対 

田
中
義
昭
（
た
な
か 

よ
し
あ
き
） 

 
 
 

元
島
根
大
学
教
授 

 

何
万
年
、
何
千
年
と
民
が
苦
労
し
て
創
り
上
げ
て
来
た
、
日
本
を
代
表
す
る
、

も
っ
と
も
日
本
的
な
第
一
人
者
的
都
市
の
大
阪
市
・
近
隣
都
市
を
ゼ
ヒ
守
っ
て

下
さ
い
。
ゼ
ニ
・
カ
ネ
主
義
の
ま
ち
づ
く
り
絶
対
反
対
！ 

辻
尾
榮
市
（
つ
じ
お 

え
い
い
ち 

大
阪
府
立
大
学
院
） 

 
 

 

都
出
比
呂
志
（
つ
で 

ひ
ろ
し 

大
阪
大
学
名
誉
教
授
） 

 
 

 

鶴
田
廣
巳 

(

関
西
大
学
教
授) 

 

「
大
阪
都
」
が
実
現
す
れ
ば
、
魔
法
の
よ
う
に
大
阪
の
経
済
力
が
高
ま
り
、

活
性
化
す
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
全
く
の
幻
想
か
、
単
な
る
ま
や

か
し
で
す
。
東
京
の
特
別
区
が
一
人
前
の
自
治
体
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
都

か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
時
代
に
、
権
限
と
財
源
の
あ
る
政
令
市

で
あ
る
大
阪
市
を
つ
ぶ
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
権
限
も
財
源
も
弱
い

5

つ
の
特
別
区

に
分
割
さ
れ
れ
ば
、
大
阪
市
民
に
待
っ
て
い
る
の
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低

下
と
市
政(

区
政)

の
混
乱
だ
け
で
し
ょ
う
。 

勅
使
河
原 

彰
（
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
常
任
理
事
） 

 

大
阪
の
歴
史
と
伝
統
を
破
壊
す
る
「
大
阪
都
構
想
」
の
住
民
投
票
を
否
決
し
、

大
阪
を
私
物
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
橋
下
徹
大
阪
市
長
に
鉄
槌
を
加
え
ま
し
ょ

う
。 

十
菱
騣
武
（
と
ひ
し 

し
ゅ
ん
ぶ
）
山
梨
学
院
大
学
客
員
教
授
・
元
文
化
財
保
存

全
国
協
議
会
代
表
委
員 

 

大
阪
都
構
想
で
は
大
阪
城
天
守
閣
、
大
阪
歴
史
博
物
館
、
大
阪
市
文
化
財
研

究
所
の
廃
止
・
解
体
が
図
ら
れ
、
絶
対
反
対
で
す
。
す
で
に
ピ
ー
ス
大
阪
は
被

害
の
面
の
み
の
展
示
と
し
、
加
害
の
面
を
隠
し
、
歴
史
を
修
正
す
る
歴
史
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
者
と
し
て
、
大
阪
都
構
想
を
取
り

下
げ
、
大
阪
市
・
大
阪
府
を
併
行
し
て
存
続
さ
せ
、
地
方
分
権
を
生
か
し
て
く

だ
さ
い
。 

中
川
哲
男 

(
元
天
王
寺
動
物
園
園
長) 

 

元
関
市
長
、
池
上
市
長
の
偉
業
、
大
大
阪
を
築
い
た
実
績
を
崩
壊
さ
せ
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
歴
史
と
伝
統
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。(

も
ち
ろ
ん
、
文
化
、
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教
養
施
設
を
含
め) 

 

大
阪
都
と
特
別
区
の
二
重
行
政
は
起
こ
り
う
る
。
現
実
に
東
京
が
そ
う
で
あ

る
。
政
令
指
定
都
市
の
横
浜
市(

大
阪
市
よ
り
人
口
が
多
い
、
貿
易
高
も)

や
神
戸

市
が
都
構
想
と
し
て
問
題
提
起
し
て
い
る
か
？
何
故
、
大
阪
、
橋
下
市
政
、
松

井
府
政
が
騒
ぐ
の
か
？ 

永
井
憲
一 

(

法
政
大
学
名
誉
教
授) 

中
谷
哲
造 

(

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
牧
師) 

 

か
つ
て
小
泉
純
一
郎
さ
ん
が
総
理
で
あ
っ
た
と
き
、「
障
害
者
自
立
支
援
」
と

い
う
名
の
法
の
も
と
、
著
し
く
障
害
者
支
援
の
予
算
を
削
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
低
所
得
者
の
経
済
的
締
め
付
け
や
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
へ
の
福

祉
の
見
直
し
、
府
と
市
の
二
重
行
政
の
無
駄
と
言
い
つ
つ
、
大
学
や
医
療
施
設

の
併
合
を
は
か
る
な
ど
橋
下
市
長
の
維
新
行
政
は
小
泉
の
新
自
由
主
義
を
補
完

す
る
目
的
へ
と
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 

わ
た
し
は
今
、
旧
約
聖
書
の
列
王
記
上
12
章
の
記
事
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。

ソ
ロ
モ
ン
王
の
厳
し
さ
に
耐
え
得
ず
エ
ジ
プ
ト
に
逃
亡
し
て
い
た
ヤ
ロ
ブ
ア
ム

は
ソ
ロ
モ
ン
に
次
ぐ
レ
ハ
ブ
ア
ム
王
に
面
接
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
ヤ
ロ
ブ

ア
ム
は
こ
う
言
っ
た
。「
あ
な
た
の
父
上(

ソ
ロ
モ
ン
の
こ
と)

が
私
た
ち
に
課
し

た
過
酷
な
労
働
、
重
い
軛(

く
び
き)

を
軽
く
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
私
た

ち
は
あ
な
た
に
仕
え
ま
す
。」
レ
ハ
ブ
ラ
ム
王
は
先
代
の
ソ
ロ
モ
ン
王
に
仕
え
て

い
た
長
老
た
ち
に
相
談
す
る
と
、「
あ
な
た
が
き
ょ
う
、
こ
の
民
の
下
僕
と
な
り
、

彼
ら
に
仕
え
て
そ
の
求
め
に
応
じ
、
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
る
な
ら
、
彼
ら
は

い
つ
ま
で
も
あ
な
た
に
仕
え
る
は
ず
で
す
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
レ
ハ
ブ
ア

ム
王
は
こ
の
長
老
た
ち
の
勧
め
を
捨
て
、
自
分
に
仕
え
て
い
る
若
者
た
ち
に
相

談
し
て
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。「
わ
た
し
の
小
指
は
父(

ソ
ロ
モ
ン)

の
腰
よ
り
も

太
い
。
父
が
お
前
た
ち
に
課
し
た
思
い
軛
よ
り
も
さ
ら
に
重
い
軛
を
負
わ
せ
る
」

と
。 

中
野
冬
美 

(

女
性
の
た
め
の
街
か
ど
相
談
室
こ
こ
・
か
ら
サ
ロ
ン
共
同
代
表) 

那
須
正
幹 

(

作
家) 

成
澤 

榮
壽
（
公
益
社
団
法
人
部
落
問
題
研
究
所
理
事
長
） 

 

大
阪
市
を
解
体
し
、
大
阪
市
民
の
宝
で
あ
る
文
化
施
設
を
大
阪
府
に
移
管
す

る
こ
と
は
、
本
来
の
地
域
創
生
に
逆
行
し
ま
す
。
人
間
性
豊
か
な
文
化
創
造
・

発
展
を
め
ざ
す
ひ
と
り
と
し
て
、「
大
阪
都
」
構
想
に
反
対
し
ま
す
。 

西
谷 

敏 
(

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授) 

西
谷 

正
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
） 

野
田
正
彰 

(

精
神
病
理
学
者) 

 

橋
下
は
多
く
の
府
民
、
市
民
が
予
測
し
た
と
お
り
、
大
阪
の
モ
ラ
ル
を
解
体

し
、
ま
じ
め
に
働
い
て
き
た
少
な
か
ら
ぬ
府
・
市
職
員
を
絶
望
的
な
思
い
に
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
責
任
を
大
阪
市
民
は
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。 

芳
賀 

陽 
(

日
本
考
古
学
協
会
会
員 

文
化
財
保
存
協
議
会
全
国
委
員) 

長
谷
川
俊
夫 

(

天
理
教
教
師) 

浜
田
博
生
（
は
ま
だ
ひ
ろ
お 

奈
良
歴
史
遺
産
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人
代
表
） 

大
阪
を
守
ろ
う 

博
物
館
を
守
ろ
う 

文
化
財
を
守
ろ
う 

運
動
を
広
く
強

く 

ヨ
ロ
シ
ク 

藤
川
矢
之
輔 

(

劇
団
前
進
座
俳
優) 

 

ま
ず
は
文
楽
さ
ん
へ
の
対
応
、
文
化
に
対
す
る
姿
勢
を
正
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
大
阪
の
歴
史
と
伝
統
を
守
る
た
め
に
、
皆
様
の
活
動
を
支
持
し
、

賛
同
の
意
を
表
し
ま
す
。 

松
島
隆
裕 

(

文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
常
任
委
員) 

 

な
ぜ
大
阪
市
を
解
体
す
る
の
で
し
ょ
う
。
納
得
の
い
く
説
明
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

松
本 
猛 

（
ま
つ
も
と 

た
け
し
） 

美
術
・
絵
本
評
論
家 

宮
川 
徏 
（
み
や
か
わ 

す
す
む 

元
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
代
表
委
員
） 

 

 

わ
た
し
は
敗
戦
直
後
か
ら
、
戦
災
復
興
の
名
の
も
と
で
百
舌
鳥
古
墳
群
の
多

く
の
古
墳
が
破
壊
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
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は
心
の
荒
廃
が
あ
り
ま
し
た
。
効
率
や
経
済
効
果
、
競
争
を
社
会
発
展
の
基
礎

だ
と
す
る
と
き
、
か
っ
て
臨
海
工
業
地
帯
造
成
が
多
く
の
文
化
財
を
破
壊
し
公

害
を
激
化
し
た
よ
う
に
、
今
ま
た
形
を
変
え
た
「
公
害
」
と
い
う
精
神
的
な
荒

廃
と
言
う
形
で
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

思
い
や
り
や
じ
っ
く
り
と
し
た
熟
成
で
育
つ
よ
う
な
大
阪
と
文
化
を
切
り
捨

て
る
よ
う
な
都
構
想
の
方
向
性
名
は
反
対
で
す
。 

宮
城
泰
年 

(

本
山
修
験
宗
管
長) 

宮
本
憲
一 

(

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授) 

 

大
阪
市
を
廃
止
す
る
こ
と
は
関
西
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
経
済
、
社
会
、
文

化
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
失
敗
と
な
る
で

し
ょ
う
。 

村
井
敏
邦 

(

元
大
阪
学
院
大
学
教
授) 

 

権
力
集
中
が
教
育
分
野
に
ま
で
拡
大
し
、
子
ど
も
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人

の
自
由
が
失
わ
れ
て
い
く
大
阪
市
を
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
橋
下
改
革
を
是
非

と
も
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。 

茂
木
俊
彦 

(

東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授) 

森
岡
孝
二 

(

関
西
大
学
名
誉
教
授) 

 

橋
下
維
新
の
改
革
は
大
阪
か
ら
元
気
を
奪
っ
て
き
ま
し
た
。
弱
っ
た
大
阪
を

死
に
追
い
や
る
よ
う
な
乱
暴
な
解
体
手
術
に
反
対
し
ま
す
。 

森
田
俊
彦 

（
も
り
た 

と
し
ひ
こ 

平
和
・
戦
跡
ガ
イ
ド
） 

 
 

文
化
財
や
文
化
施
設
を
金
も
う
け
の
た
め
の
集
客
施
設
に
す
る
橋
下
市
政
の
や

り
方
に
憤
り
を
覚
え
ま
す
。
市
民
の
く
ら
し
や
教
育
に
真
に
活
か
せ
る
よ
う
大

阪
市
を
文
化
都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。 

森
村
誠
一 

(

著
述
業) 

 

都
は
一
國
に
つ
い
て
一
都
で
充
分
。
現
に
京
都
は
江
戸
に
都
を
譲
り
東
京
都

に
な
っ
た
。
大
阪
は
熱
い
心
を
持
っ
た
市
民
の
町
で
あ
り
、
市
民
文
化
の
結
晶

で
あ
り
、
政(

ま
つ
り
ご
と)

は
、
似
合
い
ま
せ
ん
。
大
阪
は
生
粋
の
街
で
あ
り
、

人
間
の
坩
堝(

る
つ
ぼ)  

東
京
と
は
ち
が
い
ま
す
。
大
阪
市
は
大
阪
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
日
本
全
國
の
街
で
す
。
大
阪
市
を
勝
手
に
廃
止
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

山
崎
龍
明
（
や
ま
ざ
き 

り
ゅ
う
め
い 

武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
） 

 

 

私
な
り
に
種
々
考
え
ま
し
た
が
、
京
大
の
藤
井
先
生
の
ご
高
説
が
も
っ
と
も

適
格
な
も
の
と
し
て
賛
同
し
ま
す
。
同
時
に
橋
下
氏
の
以
前
か
ら
の
考
え
に
不

信
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。
拝
。 

山
家
悠
紀
夫 

(

暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
主
宰) 

 

大
阪
市
を
解
体
す
る
「
大
阪
都
構
想
」
は
、
住
民
自
治
を
破
壊
す
る
も
の
で

す
。
断
固
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。 

弓
矢
健
児 

(

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
千
里
山
教
会
牧
師) 

吉
村
元
雄 

(

元
大
阪
市
立
美
術
館
館
長
・
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授) 

脇
田 

修 
(

元
大
阪
歴
史
博
物
館
館
長
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授) 

渡
辺 

武 
(

元
大
阪
城
天
守
閣
館
長) 

      


